
イスラーム教徒たちは、１日５回の礼拝のなかで、何度も神の名前を唱える。また、生活の

様々な機会に神名を口にすることで、彼らは神と向き合っている。イスラーム思想史におい

て、スーフィーと呼ばれる神秘家たちもまた、神名を解釈してきた。それによって、彼らは自

らの信仰を強固なものにするとともに、クルアーンの新たな解釈を導き出すことを試みた。

本発表では、偉大な神秘思想家として知られている、イブン・アラビー（d. 1240）の神名に

ついての議論を、「名前とは何か？」という問いを切り口としながら取り上げることにしたい。
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